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煙
山
専
太
郎
「
幕
末
に
於
け
る
我
対
露
論
者
」
（
『
外
交
時
報
」
九
八
九
九
・
一
○
一
号
）
は
、
冒
頭
に
「
対
外
政
論
の
大
に
世
に
勃
興
す
る

（
１
）

に
先
ち
て
必
や
先
、
対
外
の
地
理
的
智
識
の
韮
日
及
な
か
る
く
か
ら
ず
。
先
づ
事
実
の
研
究
あ
り
て
然
る
後
に
政
治
論
あ
り
。
我
対
露
外
交

論
の
歴
史
に
於
て
も
亦
此
順
序
の
存
す
る
を
見
る
。
」
と
指
摘
し
以
下
の
諸
論
著
に
触
れ
る
。
ま
ず
北
地
も
し
く
は
露
西
亜
研
究
書
と
し

て
、
新
井
白
石
『
蝦
夷
志
』
並
河
天
民
「
關
彊
録
」
、
筆
者
不
詳
の
『
北
海
随
筆
』
、
前
野
良
沢
『
束
砂
蔦
記
」
『
魯
西
亜
本
紀
略
」
『
魯

西
亜
大
統
略
記
』
桂
川
甫
周
『
露
西
亜
志
』
『
露
西
亜
略
記
」
な
ど
を
挙
げ
、
政
治
論
・
対
露
政
策
論
で
は
「
海
国
兵
談
』
の
著
者
林
子

平
は
じ
め
、
寛
政
九
年
『
北
地
危
言
』
を
著
わ
し
た
処
士
大
原
小
金
吾
、
翌
年
「
西
域
物
語
』
を
草
し
た
本
多
利
明
の
所
説
、
ま
た
文
化

年
間
松
前
幽
囚
の
ゴ
ロ
ヴ
ー
ー
ー
ン
か
ら
露
語
を
学
習
し
た
村
上
貞
助
・
上
原
熊
次
郎
・
足
立
左
内
・
馬
場
佐
十
郎
の
名
を
挙
げ
、
さ
ら
に

レ
ザ
ノ
フ
渡
来
時
に
お
け
る
柴
野
栗
山
ら
要
路
人
士
の
所
見
を
顧
み
、
『
環
海
異
聞
』
「
北
辺
探
事
』
を
撰
し
た
大
槻
磐
水
の
ご
と
く
海
外

事
情
に
通
じ
得
た
識
者
を
除
い
て
世
を
挙
げ
て
稻
々
た
る
主
戦
論
の
う
ち
、
そ
の
熱
唱
者
平
山
行
蔵
の
上
書
を
引
く
。
ま
た
「
野
髪
独

幕
末
対
露
論
の
動
向
（
安
岡
）

鎖
国
日
本
に
北
辺
か
ら
ま
ず
ロ
シ
ア
が
外
警
を
も
た
ら
し
た
の
で
、
対
英
・
対
米
論
に
先
ん
じ
て
対
露
論
が
識
者
に
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
幕
末
期
に
お
け
る
対
露
論
に
関
し
て
は
、
古
く
は
明
治
後
年
に
煙
山
専
太
郎
、
降
っ
て
大
正
昭
和
期
に
井
野
辺
茂
雄
に
よ
っ

て
概
観
さ
れ
て
い
る
。 幕
末
對
露
論
の
動
向

序

安
岡
昭
男
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法
政
史
学
第
二
十
三
号

一一

語
」
で
対
露
交
易
を
説
い
た
杉
田
玄
白
、
蝦
夷
地
放
棄
を
唱
え
た
中
井
竹
山
・
履
軒
兄
弟
、
蝦
夷
教
化
に
よ
る
辺
備
を
考
え
た
幕
府
儒
官

古
賀
精
里
、
シ
零
ヘ
リ
ァ
・
ロ
シ
ア
を
併
す
極
論
を
展
開
し
た
佐
藤
信
渕
ら
の
論
者
を
登
場
さ
せ
る
。
つ
い
で
嘉
永
年
間
、
露
艦
長
崎
来
航

時
に
お
け
る
「
民
間
二
流
の
思
潮
」
す
な
わ
ち
藤
森
弘
庵
に
代
表
さ
れ
る
鎖
国
論
と
、
大
槻
磐
渓
に
代
表
さ
れ
る
開
国
論
を
対
比
し
、
い

ず
れ
も
論
旨
き
わ
め
て
単
純
に
し
て
、
や
や
色
彩
を
異
に
し
味
う
べ
き
議
論
を
含
む
の
は
、
理
想
的
な
横
井
小
楠
の
外
交
意
見
と
実
際
的

方
面
か
ら
観
じ
た
橋
本
左
内
の
対
外
論
と
目
し
、
と
く
に
後
者
に
関
し
て
、
「
左
内
は
実
に
我
国
に
於
け
る
日
魯
同
盟
論
者
の
魁
首
た
り

し
な
り
、
今
や
我
英
国
と
同
盟
し
て
魯
国
と
戦
ふ
、
即
事
実
は
反
て
左
内
の
希
望
す
る
所
と
相
背
反
せ
り
、
然
れ
ど
も
戦
勝
て
国
威
大
に

場
れ
り
。
以
て
幕
末
に
於
け
る
対
露
論
者
を
地
下
に
慰
む
る
に
足
る
べ
き
な
り
。
」
と
結
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
煙
山
の
外
交
史
談
は
、

明
治
三
十
九
年
、
日
露
戦
争
直
後
の
時
局
に
即
し
て
草
さ
れ
た
所
で
あ
っ
た
。

井
野
辺
茂
雄
「
日
露
盟
約
論
の
由
来
及
び
其
発
展
」
ｓ
幕
末
史
の
研
究
』
所
収
、
昭
和
二
年
）
は
、
日
寛
政
前
後
の
対
露
関
係
と
識
者

の
観
察
、
○
盟
約
論
の
起
源
目
盟
約
論
の
成
立
四
盟
約
論
と
幕
府
の
対
露
政
策
の
四
項
か
ら
成
る
。
日
で
は
天
明
元
年
工
藤
平
助

「
赤
蝦
夷
風
説
老
」
を
主
に
、
本
多
利
明
・
羽
太
正
養
の
所
論
と
共
に
後
年
の
日
露
盟
約
論
の
出
発
点
と
見
倣
し
、
目
で
レ
ザ
ノ
フ
通
商

要
求
を
め
ぐ
る
貿
易
可
否
論
の
中
で
も
杉
田
玄
白
。
司
馬
江
漢
・
松
本
胤
通
の
親
露
論
乃
至
開
国
論
を
取
り
あ
げ
、
日
で
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

来
航
当
時
の
親
露
排
英
ま
た
は
排
米
的
意
見
す
な
わ
ち
大
槻
磐
渓
・
川
路
聖
謨
。
安
井
息
軒
の
所
説
お
よ
び
藤
森
弘
庵
の
反
対
論
を
挙

げ
、
凶
で
は
幕
府
有
司
間
の
対
露
意
見
を
川
路
の
ほ
か
江
川
英
龍
・
筒
井
政
憲
ら
の
説
に
見
る
が
、
露
米
の
使
節
を
比
較
し
て
、
「
・
ヘ
リ

ー
の
脅
迫
を
憤
る
と
共
に
、
プ
ー
チ
ャ
チ
ン
の
平
和
な
る
態
度
に
好
感
を
寄
せ
る
も
の
▲
多
か
っ
た
事
」
も
作
用
し
て
生
じ
た
日
露
盟
約

論
は
阿
部
幕
閣
当
時
の
幕
議
を
一
時
動
か
し
た
け
れ
ど
、
つ
い
に
正
式
に
は
両
国
間
の
議
に
上
ら
ず
に
止
ん
だ
が
、
米
を
拒
か
ん
た
め
露

に
援
助
を
求
め
て
干
渉
を
招
け
ば
列
国
と
の
関
係
に
も
紛
擾
を
醸
す
危
険
性
を
伴
う
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
著
者
は

日
露
両
国
当
時
の
当
時
の
国
際
的
位
置
か
ら
も
、
あ
え
て
同
盟
論
と
せ
ず
、
盟
約
論
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

戦
後
、
稲
生
典
太
郎
「
近
世
日
本
に
於
け
る
親
露
説
の
系
譜
」
（
『
国
史
学
」
六
○
号
昭
和
一
一
八
年
、
「
日
本
外
交
思
想
史
論
考
』
第
二

（。】）

所
収
）
で
は
、
江
戸
時
代
中
葉
以
降
、
明
治
大
正
期
に
対
象
が
及
び
、
幕
末
ま
で
の
部
分
は
前
記
の
論
者
た
ち
の
所
説
を
追
っ
た
形
で
あ

る
が
、
橋
本
左
内
の
日
露
同
盟
論
に
つ
い
て
は
、
「
先
行
者
の
意
見
の
踏
襲
で
あ
り
、
比
較
的
幼
稚
な
国
際
関
係
の
認
識
を
暴
露
」
し
た

も
の
に
過
ぎ
な
い
と
評
し
て
い
る
。
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本
稿
で
は
内
外
危
局
の
天
保
期
以
降
を
対
象
と
す
る
が
、
す
で
に
文
化
・
文
政
期
か
ら
露
英
両
国
艦
船
の
来
航
を
め
ぐ
り
諸
事
件
が
生

じ
て
い
た
。
一
八
○
四
年
レ
ザ
ノ
フ
の
長
崎
寄
港
・
通
商
要
求
を
め
ぐ
り
是
非
の
論
が
起
っ
て
い
る
が
、
一
八
○
六
’
七
年
レ
ザ
ノ
フ
部

下
に
よ
る
蝦
夷
地
の
憲
掠
、
一
八
二
年
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ー
ン
艦
長
国
後
島
で
の
捕
囚
、
高
田
屋
嘉
兵
衛
事
件
と
文
化
年
間
に
露
国
と
紛
擾
が

相
つ
い
だ
。
対
英
関
係
で
は
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
後
、
と
く
に
一
八
二
四
年
、
英
捕
鯨
船
員
の
常
陸
・
薩
摩
（
宝
島
）
上
陸
事
件
が
衝
撃

を
与
え
て
い
る
。
翌
年
、
文
政
の
異
国
船
打
払
令
が
出
さ
れ
た
。
天
保
・
弘
化
年
間
、
近
海
沿
岸
へ
の
外
国
艦
船
の
来
航
が
繁
く
な
る

が
、
中
で
も
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
米
船
モ
リ
ソ
ン
号
の
渡
来
が
国
内
に
波
紋
を
生
じ
さ
せ
た
。

松
本
胤
親
（
斗
機
蔵
）
は
天
保
八
年
徳
川
斉
昭
に
呈
し
た
「
献
芹
微
衷
」
で
千
島
回
復
と
対
露
貿
易
を
説
い
た
。
中
国
と
の
私
貿
易
を

止
め
、
英
国
に
も
許
す
論
で
、
露
国
と
の
貿
易
は
松
前
で
な
く
長
崎
で
取
扱
う
に
し
て
も
、
「
オ
ロ
シ
ア
ハ
強
大
ノ
帝
国
ナ
ヒ
ハ
ー
小
王

国
ノ
和
蘭
ヨ
リ
ハ
格
別
一
一
丁
寧
一
一
ス
ペ
キ
也
」
と
し
、
貿
易
許
可
の
代
り
に
「
僅
々
ダ
ル
蝦
夷
諸
島
ノ
侵
地
必
定
快
ク
近
ス
ヘ
キ
ト
思
ハ

ル
ル
」
と
希
望
的
観
測
を
述
べ
る
が
、
さ
す
が
に
返
還
拒
否
の
場
合
に
は
奥
羽
諸
大
名
に
出
兵
を
命
ず
る
と
い
う
和
戦
両
策
を
示
す
。
論

幕
末
対
露
論
の
動
向
（
安
岡
）

一一一

以
上
の
論
著
で
、
幕
末
の
対
露
論
に
関
し
て
主
な
る
も
の
は
ほ
ぼ
尺
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
筆
者
は
明
治
前
半
期
の
対
露
警
戒
論
を

（
３
）

扱
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
一
別
段
階
と
し
て
の
幕
末
と
く
に
天
保
期
以
降
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
史
料
を
加
え
て
対
露
論
乃
至
対
露
観
に

（
４
）

つ
い
て
の
概
観
と
再
検
討
を
試
み
た
い
。

（
１
）
対
露
知
識
に
関
し
て
は
、
高
木
元
識
「
鎖
国
時
代
に
於
け
る
露
西
亜
智
識
」
（
国
学
院
雑
誌
一
一
一
三
巻
七
号
、
昭
和
二
年
）
が
あ
る
。

（
２
）
稲
生
論
文
は
外
交
思
想
の
諸
傾
向
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
分
類
を
試
承
て
い
る
。
（
『
日
本
外
交
思
想
史
論
考
』
第
一
一
一
一
三
四
ペ
ー
ジ
）

日
外
国
と
の
接
触
に
対
し
て
否
定
的
な
も
の

１
蔑
視
説
２
不
潔
視
説
３
恐
怖
説
４
憎
悪
説
５
不
可
触
説
６
回
避
説
７
排
撃
説
（
各
種
の
国
防
論
を
含
む
）

口
外
口
と
の
接
触
に
対
し
て
肯
定
的
な
も
の

１
仙
夷
慈
恵
説
２
通
信
修
交
説
３
通
商
貿
易
説
４
採
長
補
短
説
５
万
国
親
善
説
６
親
善
同
盟
説
（
特
定
国
と
の
）

（
３
）
「
明
治
初
期
の
対
露
警
戒
論
に
関
す
る
一
考
察
」
（
法
政
史
学
一
三
号
昭
和
一
一
一
五
年
）

（
４
）
日
露
関
係
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
阿
部
光
蔵
「
幕
末
期
日
露
関
係
」
（
国
際
法
外
交
雑
誌
六
○
巻
四
・
五
・
六
号
昭
和
一
一
一
七
年
）
参
照
。
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「
俄
羅
斯
之
彊
熾
。
果
懐
不
良
之
心
。
几
吾
沿
海
之
地
皆
可
憂
虞
。
而
莫
危
於
北
陸
」
（
巻
土

露
国
と
共
に
英
国
に
も
警
戒
の
念
を
次
の
よ
う
に
示
す
。

（
イ
ギ
リ
ス
）

「
目
今
外
国
除
満
清
都
児
格
之
外
。
英
盛
且
大
於
俄
羅
斯
英
機
黎
・
・
…
・
要
之
、
一
一
国
尤
外
国
之
可
畏
悪
者
也
」
（
巻
十
一
一
一
）

対
露
策
と
し
て
は
、
互
市
を
許
す
一
方
武
備
を
整
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
経
済
的
開
国
論
に
代
る
「
政
治
的
開
国
論
者
の
代
表
」
と
も
目

さ
れ
る
が
、
結
局
は
「
儒
者
一
流
の
夷
狄
観
に
立
脚
」
し
た
警
戒
論
の
域
を
出
な
い
。
な
お
佃
庵
に
は
文
化
年
間
す
で
に
「
俄
羅
斯
情
形

（
４
）

臆
度
」
の
著
作
が
あ
り
、
関
係
文
献
九
十
八
種
を
集
大
成
し
た
「
俄
羅
斯
紀
聞
」
を
編
纂
し
て
い
る
。

蘭
学
者
渡
辺
畢
山
も
ま
た
西
洋
諸
国
中
、
英
露
二
国
に
警
戒
の
眼
を
向
け
て
い
た
。
天
保
九
年
の
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
が
モ
リ
ソ
ン
号
渡

来
を
報
じ
た
。
英
人
モ
リ
ソ
ン
渡
来
と
取
違
え
て
峯
山
は
「
慎
機
論
」
を
草
し
た
。
そ
の
本
旨
は
英
国
に
あ
っ
た
が
、
見
解
は
多
分
に
蘭

人
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
い
て
い
た
。

「
西
洋
戎
狭
と
云
へ
ど
も
、
無
名
の
兵
を
挙
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
実
に
都
羅
斯
、
英
吉
利
斯
の
二
国
驍
横
の
端
と
な
る
べ
し
（
中
略
）

郭
羅
斯
は
東
漸
し
て
、
東
北
西
伯
利
よ
り
北
亜
墨
利
加
の
西
岸
に
及
び
（
中
略
）
英
吉
利
は
知
謀
あ
り
し
て
海
戦
に
長
じ
、
部
羅
斯
は

仁
政
に
し
て
陸
戦
に
長
ず
。
其
長
を
挾
み
私
利
を
求
む
。
是
を
以
て
英
吉
利
斯
、
我
国
に
事
を
泰
ず
る
は
急
都
に
在
り
。
和
蘭
其
間
に

介
ま
り
、
偽
詐
百
端
終
に
内
地
の
害
を
生
ず
べ
し
。
按
す
る
に
郭
羅
斯
、
禍
心
を
包
蔵
し
、
我
鷲
に
乗
ぜ
ん
と
欲
す
る
者
の
如
し
、
然

（
５
）

れ
ど
も
其
実
彼
が
誕
を
流
す
も
の
は
、
我
に
あ
ら
ず
し
て
唐
山
に
あ
り
、
（
モ
ー
ル
陳
情
蘭
人
の
話
に
符
合
）
」

法
政
史
学
第
二
十
三
号

四

者
の
オ
ラ
ン
ダ
不
信
は
露
英
に
関
し
虚
説
を
構
え
日
本
を
欺
き
、
自
己
の
不
利
を
倶
れ
両
国
と
の
通
交
を
妨
げ
る
国
と
見
な
し
て
お
り
、

（
１
）

同
書
末
尾
に
も
露
英
と
の
交
易
に
よ
り
蘭
国
「
姦
滑
ノ
胆
ヲ
破
」
る
の
が
国
家
の
長
策
と
ま
で
断
ず
る
。
松
本
は
翌
天
保
九
年
の
上
書

（
２
）

で
、
モ
リ
ソ
ン
号
来
航
に
関
連
し
、
露
英
の
「
〈
ロ
謀
」
を
懸
念
し
、
江
一
Ｐ
湾
防
備
上
、
封
鎖
の
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
ヘ
ン

戦
争
以
前
の
段
階
に
お
け
る
対
英
意
見
を
含
む
所
論
で
あ
る
。

（
３
）

同
じ
こ
ろ
儒
者
古
賀
個
庵
（
燈
）
は
「
海
防
臆
測
』
（
天
保
九
年
）
で
露
国
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
警
生
口
し
て
い
る
。

「
吾
聞
俄
羅
斯
主
嘗
命
造
巨
艦
。
既
成
。
主
親
検
視
。
俄
羅
斯
凡
百
易
簡
。
故
克
如
此
：
…
・
」
（
巻
七
）

（
シ
ベ
リ
ア
）

（
ウ
ル
ッ
プ
）

「
若
乃
俄
羅
斯
。
則
尽
併
北
縫
止
白
里
之
地
。
取
束
察
加
。
以
漸
侵
略
蝦
夷
千
島
。
抵
宇
留
不
。
与
我
為
接
境
壌
界
之
邦
。
駿
戈
有
剥

「
若
乃
俄
羅
斯
。
則

盧
之
勢
」
（
巻
九
）

「
俄
羅
斯
之
彊
熾
。
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同
様
の
趣
旨
で
『
西
洋
事
情
御
答
書
」
（
天
保
九
年
）
に
も
、
露
英
両
国
の
う
ち
、
露
は
中
国
に
指
向
し
、
英
と
異
り
「
仁
義
を
専
と

（
６
）

致
し
地
続
き
の
国
を
広
め
段
々
に
相
掛
り
」
、
次
第
に
南
下
す
る
旨
を
江
川
英
龍
に
答
え
て
い
る
。
露
英
の
比
較
で
は
『
駛
舌
惑
問
』
中

の
甲
比
丹
ニ
ー
マ
ン
の
答
に
も
「
語
厄
利
亜
人
は
得
ん
こ
と
を
務
め
、
魯
西
亜
人
は
失
は
さ
ら
む
こ
と
を
欲
す
、
夫
絶
海
隔
遠
の
地
は
そ

の
小
弱
を
脅
す
時
は
甚
得
易
し
と
雛
、
亦
失
ひ
易
し
。
故
に
魯
西
亜
人
は
こ
れ
を
欲
せ
ず
、
た
且
数
百
年
の
力
を
以
て
徳
を
積
み
威
を
示

し
、
’
た
び
そ
の
掌
握
に
帰
す
る
時
は
、
こ
れ
を
再
失
ふ
事
な
き
を
欲
す
。
故
に
陸
地
つ
且
き
に
蚕
食
せ
ん
こ
と
を
そ
の
隠
計
と
し
て
支

（
７
）

那
領
の
満
州
及
蝦
夷
諸
島
を
謀
る
者
な
り
と
い
へ
る
は
ざ
も
有
る
べ
し
」
と
あ
り
、
峯
山
の
場
〈
ロ
、
蘭
人
の
入
説
に
依
拠
し
た
洋
学
者
の

対
露
観
を
示
す
一
例
と
い
え
よ
う
。

幕
府
当
局
は
モ
リ
ソ
ン
号
事
件
を
契
機
に
江
戸
湾
防
備
強
化
に
着
手
し
た
が
、
ア
ヘ
ン
戦
争
が
起
り
清
国
の
対
英
敗
報
い
た
る
に
及
び

文
政
打
払
令
を
緩
和
し
、
天
保
十
三
年
に
薪
水
給
与
令
を
発
す
る
。
当
時
の
危
機
意
識
は
露
国
よ
り
む
し
ろ
英
国
に
対
し
一
層
強
く
、
従

っ
て
、
進
ん
で
露
と
結
び
英
に
当
る
策
を
説
く
者
も
出
た
。
儒
者
大
槻
磐
渓
（
父
玄
沢
も
排
英
論
者
）
は
嘉
永
二
年
十
月
、
「
献
芹
微
衷
」

隣
好
篇
に
、
境
を
接
し
信
義
に
富
む
露
国
に
対
し
て
松
前
を
開
き
通
商
し
、
清
国
を
犯
し
て
勢
恐
る
べ
き
英
国
を
排
斥
し
、
万
一
の
場
合

露
国
に
援
助
を
求
め
る
親
露
排
英
の
策
を
説
い
た
。
露
国
を
も
っ
て
「
優
具
一
一
大
国
之
風
一
、
其
所
し
務
、
雄
二
専
在
巨
拓
一
一
彊
士
一
、
未
嘗
下

起
二
無
名
之
師
一
、
以
犯
中
人
之
家
国
と
と
し
、
「
狡
鶏
竿
倫
、
貧
籟
無
飽
」
の
英
夷
と
類
を
異
に
す
る
「
宇
内
第
一
等
強
国
」
と
視
て
信

（
８
）

（
９
）

頓
を
寄
せ
る
。
「
日
露
盟
約
茎
輌
」
が
、
こ
の
辺
に
発
祥
を
求
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

（
１
）
日
本
海
防
史
料
叢
書
第
四
巻
六
九
’
七
五
、
八
六
ペ
ー
ジ

（
２
）
日
本
海
防
史
料
叢
書
第
三
巻
一
一
二
六
’
二
一
一
七
ペ
ー
ジ

（
３
）
『
海
防
臆
測
』
明
治
十
三
年
山
県
有
朋
・
勝
海
舟
の
序
文
を
附
し
て
和
二
冊
本
を
刊
行
。

（
４
）
井
野
辺
茂
雄
『
新
訂
維
新
前
史
の
研
究
』
四
四
七
ペ
ー
ジ
。
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
『
鎖
国
時
代
日
本
人
の
海
外
知
識
』
西
洋
史
の
部

（
大
久
保
利
謙
）
三
九
七
ペ
ー
ジ

（
５
）
峯
山
全
集
（
華
山
会
）
第
一
巻
九
ペ
ー
ジ

（
６
）
同
前
書
四
一
ペ
ー
ジ
。
華
山
「
自
筆
外
国
事
情
書
」
に
も
「
魯
西
亜
〈
陸
軍
二
長
託
地
続
キ
ノ
国
ヲ
併
合
仕
、
其
上
極
寒
不
利
ノ
土
地
ヲ

占
〆
、
守
リ
ヲ
固
〆
、
南
方
ヲ
図
ソ
ト
仕
候
様
二
被
察
侯
」
と
あ
る
。
（
佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
研
究
序
説
』
一
一
一
八
九
’
三
九
○
ペ
ー
ジ
）

（
７
）
華
山
全
集
第
一
巻
二
一
一
一
ペ
ー
ジ

幕
末
対
露
論
の
動
向
（
安
岡
）

五
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嘉
永
六
年
六
月
米
使
．
ヘ
リ
ー
が
浦
賀
に
、
七
月
露
使
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
長
崎
に
来
航
し
開
国
を
要
求
す
る
に
及
び
対
外
論
は
一
段
と
喧

し
く
な
る
が
、
米
露
両
使
節
交
渉
態
度
の
硬
軟
も
影
響
し
て
、
親
露
排
米
論
が
台
頭
す
る
。

こ
の
両
月
に
老
中
阿
部
正
弘
は
米
国
の
国
書
を
大
名
有
司
に
示
し
て
意
見
を
徴
し
た
が
、
開
国
論
を
答
申
し
た
大
名
の
中
に
、
新
発
田

藩
主
溝
口
直
諒
は
英
米
露
三
国
と
の
通
商
を
論
じ
た
。
筑
前
藩
主
黒
田
斉
溥
は
、
米
露
に
許
し
英
仏
に
拒
む
意
見
で
、
英
仏
が
兵
力
に
問

う
場
合
米
露
の
来
援
を
期
待
し
た
「
以
異
国
征
異
国
、
皇
国
之
兵
不
損
上
策
」
と
す
る
が
、
そ
の
親
露
意
見
と
い
え
ど
も
、
「
万
一
ヲ
ロ
シ

（
１
）

ャ
軍
を
出
し
候
而
、
松
前
よ
り
奥
羽
江
攻
入
候
〈
、
不
一
方
大
害
を
引
出
し
可
申
事
必
定
」
と
い
う
憂
慮
を
含
ん
だ
和
順
策
で
あ
っ
た
。

「
以
夷
制
夷
」
の
策
は
各
国
使
節
来
航
の
時
期
、
相
当
に
深
く
有
識
者
の
心
を
と
ら
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

同
様
の
方
策
は
儒
者
安
井
息
軒
の
「
靖
海
私
議
」
（
嘉
永
六
年
）
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
露
国
観
で
は
「
魯
西
亜
は
無
類
之
大
国
、
兵

威
も
強
侯
得
共
、
信
義
を
重
ん
じ
候
風
有
之
、
横
文
字
中
に
て
風
儀
宜
国
」
と
し
て
我
兵
力
の
届
き
兼
ね
容
易
に
略
取
し
得
る
蝦
夷
以
北

に
露
国
が
着
手
し
な
い
の
を
信
義
の
証
と
考
え
、
兵
威
を
も
っ
て
臨
む
米
国
に
比
べ
、
「
魯
西
亜
は
恭
順
に
し
て
国
法
を
守
り
、
且
我
隣

国
」
で
も
あ
り
、
「
自
国
通
商
よ
り
事
起
り
候
得
ば
、
援
兵
差
向
侯
筋
も
相
成
可
申
候
」
と
、
万
一
米
と
の
戦
端
開
始
に
も
露
の
援
助
を

（
２
）

期
待
し
て
、
「
華
盛
頓
を
拒
き
魯
西
亜
に
可
許
」
の
理
勢
を
論
じ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
同
じ
く
儒
者
で
も
藤
森
弘
庵
は
『
海
防
備
論
』
（
嘉
永
六
年
七
月
）
で
「
魯
西
亜
と
通
商
し
、
魯
西
亜
を
頼
み
て
外
国

を
防
杯
と
申
も
の
あ
る
に
や
、
魯
西
亜
我
国
を
伺
ふ
は
一
朝
一
夕
の
故
に
あ
ら
す
、
是
天
下
の
人
の
知
る
所
、
蝦
夷
の
地
を
追
々
蚕
食
す

る
勢
に
て
も
顕
然
な
り
。
是
い
は
ゆ
る
前
門
狼
を
拒
み
、
後
門
虎
を
進
る
に
て
卑
諺
に
申
盗
を
頼
み
て
火
事
を
救
ふ
と
同
じ
道
理
也
。
無

智
の
甚
敷
に
あ
ら
す
や
。
」
と
た
し
な
め
、
「
己
れ
敵
国
を
制
す
る
事
能
は
す
、
外
国
を
頬
み
て
敵
を
制
せ
ん
と
し
て
、
国
の
立
し
事
古
よ

（
３
）

り
其
た
め
し
無
事
、
西
士
歴
史
の
に
内
も
明
白
也
」
と
、
宋
金
一
兀
明
の
史
実
を
挙
げ
て
「
以
夷
征
夷
」
策
を
否
定
し
て
い
る
。

横
井
小
楠
も
同
年
、
日
露
折
衝
を
前
に
長
崎
に
赴
き
露
人
応
接
に
関
し
て
川
路
聖
謨
に
呈
し
よ
う
と
し
た
『
夷
虜
応
接
大
意
」
に
、

法
政
史
学
第
二
十
三
号

一ハ

（
８
）
日
本
海
防
史
料
叢
書
第
五
巻
（
海
防
彙
議
補
）
四
七
’
五
三
ペ
ー
ジ
。
「
磐
渓
先
制
』
（
大
正
十
四
年
）
所
収
「
献
芹
微
衷
」
五
丁
。

（
９
）
井
野
辺
茂
雄
『
幕
末
史
の
研
究
」
四
七
一
一
ペ
ー
ジ
、
同
「
新
一
訂
維
新
前
史
の
研
究
』
四
九
三
ペ
ー
ジ
。

■■■■■

■■■■■■
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斉
昭
は
前
月
す
で
に
「
海
防
愚
存
』
に
、
英
露
に
交
易
を
認
め
ず
米
に
許
せ
ば
、
露
か
ら
万
一
願
い
出
た
時
に
拒
む
理
由
が
な
い
と
述
べ

て
い
た
。
露
艦
対
策
を
諮
問
さ
れ
た
斉
昭
は
八
月
五
日
阿
部
老
中
と
会
い
親
露
策
反
対
の
意
見
を
次
の
よ
う
に
吐
露
し
て
い
る
。

「
お
ろ
へ
頼
み
ア
メ
を
防
が
せ
度
と
の
論
也
。
価
て
我
等
日
お
る
と
ア
メ
と
中
悪
に
候
は
貸
格
別
に
候
へ
共
、
ア
メ
六
月
十
二
日
退

帆
、
お
ろ
七
月
十
八
日
渡
来
は
如
何
に
も
早
く
候
へ
ぱ
、
兼
て
約
束
事
と
見
え
申
侯
、
其
所
へ
お
ろ
へ
御
頼
み
に
相
成
候
儀
如
何
と

（
６
）

答
、
よ
ろ
し
く
と
は
不
申
聞
候
」

露
使
と
の
折
衝
を
命
ぜ
ら
れ
た
筒
井
・
川
路
両
名
は
対
露
交
易
（
盟
約
論
）
を
唱
え
て
い
た
が
、
結
局
斉
昭
は
露
使
拒
絶
の
方
針
で
長

崎
へ
出
向
さ
せ
た
。
当
時
幕
閣
部
内
で
は
日
露
盟
約
論
が
優
勢
で
あ
り
阿
部
老
中
も
こ
れ
に
傾
い
た
の
は
、
現
地
長
崎
の
露
艦
。
ハ
ル
ラ
ダ

号
上
で
ポ
シ
ェ
ー
ト
中
佐
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
ら
と
会
談
し
た
長
崎
奉
行
役
人
の
上
申
意
見
に
も
動
か
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
長
崎
奉
行

手
附
大
井
三
郎
肋
・
馬
場
五
郎
右
衛
門
・
白
石
藤
三
郎
は
露
使
か
ら
露
国
艦
隊
来
訪
は
米
艦
隊
か
ら
の
日
本
の
保
護
が
目
的
と
入
説
さ
れ

（
７
）

て
、
露
人
の
願
音
凹
を
容
れ
る
よ
う
建
議
し
た
。

先
に
親
露
排
英
論
を
唱
え
た
大
槻
磐
渓
も
親
厩
排
米
を
と
り
、
嘉
永
六
年
九
月
に
勘
定
奉
行
川
路
聖
謨
に
、
翌
月
に
は
老
中
阿
部
正
弘

に
意
見
書
を
呈
し
た
。
川
路
宛
に
は
、
「
殊
に
強
大
之
魯
西
亜
を
与
国
と
被
し
成
候
上
は
、
彼
来
春
渡
来
可
し
仕
米
利
幹
人
等
は
、
只
今
之

内
に
如
何
様
共
御
工
風
相
成
可
レ
申
」
と
、
阿
部
に
も
「
魯
西
亜
は
万
国
椎
尊
之
帝
国
に
而
、
餘
之
諸
蛮
は
皆
王
爵
に
も
従
へ
ば
、
位
階

も
一
等
降
り
候
儀
、
彼
米
利
幹
江
御
断
等
之
儀
は
、
此
国
之
取
計
に
為
二
御
任
一
被
し
成
候
て
、
如
何
様
共
穏
便
に
事
済
可
レ
申
」
と
、
帝
制

幕
末
対
露
論
の
動
向
（
安
岡
）

七

「
若
我
を
援
け
ん
杯
と
の
詞
あ
り
と
も
深
く
力
を
他
国
に
借
る
の
道
に
あ
ら
ざ
る
事
を
諭
す
時
は
彼
必
其
国
の
有
道
信
義
ア
メ
リ
カ
の
類

に
あ
ら
ざ
る
事
を
の
べ
て
通
信
を
乞
く
し
。
於
レ
是
我
又
彼
に
答
ん
に
は
我
国
既
に
ア
メ
リ
カ
に
享
有
て
彼
或
は
軍
艦
を
以
て
来
ら
ば
痛
く

血
戦
し
其
罪
悪
を
懲
さ
ん
と
す
る
の
時
な
り
、
然
る
に
今
魯
西
亜
と
通
ぜ
ば
、
世
界
万
国
我
国
を
不
勇
と
唱
ん
事
必
然
の
勢
な
り
。
是
我

（
４
）

国
の
深
く
恥
る
所
な
れ
ば
今
に
至
り
て
通
信
通
商
辻
〈
に
許
す
べ
き
の
日
に
あ
ら
ず
」
と
、
弘
庵
同
様
他
国
に
頼
る
策
に
反
対
し
て
い
る
。

江
川
英
龍
（
海
防
掛
勘
定
吟
味
格
代
官
）
は
嘉
永
六
年
八
月
、
藤
田
東
湖
に
大
意
次
の
よ
う
に
徳
川
斉
昭
に
取
次
ぐ
よ
う
依
頼
し
た
。

「
魯
西
亜
人
丁
寧
に
持
込
候
だ
け
必
し
り
ば
り
強
く
可
有
之
、
右
を
御
断
り
被
成
候
へ
ば
、
亜
墨
と
両
方
に
相
成
、
神
国
〈
腹
背
敵
を

受
、
不
容
易
候
間
、
魯
西
と
相
結
び
通
商
御
許
容
、
さ
る
代
り
断
然
亜
墨
を
〈
御
拒
き
可
然
、
右
〈
世
界
の
大
勢
の
上
よ
り
愚
考
仕
候

受
、

（
５
）

儀
」
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幕
議
が
和
親
説
に
傾
い
た
中
に
斉
昭
は
対
露
猜
疑
の
念
を
拭
え
ず
、
通
商
に
否
定
的
で
、
つ
い
に
筒
井
・
川
路
再
度
の
主
張
も
採
用
に

至
ら
ず
、
両
人
は
露
国
側
に
確
答
を
与
え
な
い
方
針
で
対
露
談
判
に
臨
む
こ
と
に
な
り
、
同
年
十
二
月
か
ら
翌
七
年
一
月
に
か
け
て
の
折

衝
で
結
局
対
露
即
時
開
港
を
回
避
し
た
。
し
か
し
こ
の
日
露
通
交
論
者
の
川
路
と
い
え
ど
も
、
清
国
康
煕
帝
の
時
の
会
盟
を
露
国
が
破
り

侵
し
た
事
実
に
鑑
み
、
「
魯
戎
は
其
時
よ
り
は
遙
に
大
国
」
と
な
っ
て
お
り
「
後
日
侵
奪
之
心
あ
る
」
も
の
と
、
下
田
日
記
に
誌
し
て
い

（
、
）

る
。
こ
れ
は
安
政
元
年
、
日
米
和
親
条
約
締
結
後
下
田
に
来
航
し
た
露
使
と
の
折
衝
中
の
こ
と
で
、
同
年
十
二
月
、
日
露
間
に
も
、
和
親

（
、
）

条
約
が
署
名
さ
れ
、
よ
う
や
く
正
式
国
交
が
開
か
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
大
日
本
古
文
書
・
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
一
五
六
九
ペ
ー
ジ

（
２
）
日
本
海
防
史
料
叢
書
第
六
巻
一
六
六
’
一
六
八
ペ
ー
ジ

（
３
）
日
本
海
防
史
料
叢
書
第
一
巻
一
二
四
’
一
一
一
五
ペ
ー
ジ
。
日
本
史
籍
協
会
『
鈴
木
大
雑
集
」
第
五
五
六
六
’
五
六
七
ペ
ー
ジ

（
４
）
山
崎
正
童
「
横
井
小
楠
」
下
巻
遺
稿
篇
一
二
’
一
一
一
一
ペ
ー
ジ

（
５
）
水
戸
藩
史
料
上
編
（
乾
）
巻
四
一
五
八
ペ
ー
ジ
。
な
お
徳
川
斉
昭
は
安
政
年
間
に
豊
田
天
功
に
露
国
研
究
を
命
じ
、
豊
田
は
「
魯
西
亜
ニ

ヵ
キ
ラ
ズ
当
今
四
夷
八
蛮
ノ
真
実
事
情
漢
書
籍
等
一
一
テ
ハ
ト
テ
モ
分
明
相
分
り
不
申
」
と
、
蘭
書
買
入
と
蘭
学
者
の
養
成
を
斉
昭
に
上
書
し
て

い
る
（
水
戸
藩
史
料
上
編
巻
十
六
附
録
下
）
。
藤
田
東
湖
『
回
天
詩
史
」
に
は
「
都
虜
蚕
一
一
食
北
陸
一
者
、
局
時
而
逼
」
と
あ
る
な
ど
、
水
戸
学

ず
、
川
路
は
そ
の
唐

る
方
策
を
述
べ
た
。

法
政
史
学
第
二
十
三
号

八

（
８
）

の
露
国
を
四
年
代
り
大
統
領
の
米
国
よ
り
上
位
と
見
て
、
優
位
の
露
国
と
結
び
米
国
を
制
す
る
策
を
進
一
一
一
戸
し
て
い
る
。

江
川
英
龍
は
嘉
永
六
年
十
月
、
老
中
へ
の
上
書
で
対
露
貿
易
に
つ
い
て
、
「
魯
西
亜
交
易
之
機
会
は
何
卒
御
失
無
之
様
仕
度
候
（
中
略
）

（
９
）

魯
西
亜
は
隣
国
之
儀
、
交
易
御
免
被
仰
付
、
右
利
潤
を
以
、
夫
々
御
備
相
立
候
は
氏
可
然
と
奉
存
侯
」
と
海
防
費
と
の
関
連
で
論
じ
た
。

同
月
対
露
応
接
掛
と
し
て
長
崎
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
筒
井
・
川
路
両
名
は
重
ね
て
対
露
和
親
策
を
連
署
建
議
し
、
文
中
、
「
近
比
魯
西

亜
追
を
大
造
に
相
成
、
遂
に
カ
ラ
フ
ト
｜
島
を
御
国
と
両
国
に
て
引
分
侯
様
相
成
（
中
略
）
穏
順
正
信
之
意
を
以
、
彼
国
の
も
の
共
を
相

な
つ
け
、
争
乱
之
端
を
引
出
不
申
候
様
手
段
を
尺
し
、
追
而
カ
ラ
フ
ト
之
境
を
品
能
相
定
候
下
栫
を
仕
度
（
中
略
）
魯
西
亜
本
国
迄
も
参

り
、
事
穏
便
に
治
り
、
御
安
慮
之
為
に
は
如
何
様
成
と
も
辛
苦
を
も
可
仕
」
と
の
覚
悟
を
披
瀝
す
る
と
共
に
清
国
林
則
徐
の
。
時
勢
は

（
、
）

け
な
げ
に
相
見
候
へ
共
、
忽
国
家
之
破
滅
を
引
出
し
」
た
の
に
鑑
み
て
、
専
ら
「
平
穏
之
処
置
」
を
力
説
し
た
。
し
か
し
斉
昭
は
承
服
せ

ず
、
川
路
は
そ
の
質
問
に
答
え
て
、
米
英
仏
と
の
応
対
の
件
に
つ
い
て
は
対
露
通
商
の
場
合
、
他
国
か
ら
の
通
商
要
求
は
露
国
に
断
ら
せ

Hosei University Repository



各
国
と
の
条
約
締
結
交
渉
当
時
、
極
東
に
お
け
る
列
国
勢
力
進
出
を
背
景
に
、
談
判
応
接
の
場
で
も
、
英
国
・
米
国
の
代
表
は
自
己
の

使
命
を
貫
徹
す
る
た
め
に
も
、
露
国
の
野
心
を
幕
吏
に
説
き
注
意
を
促
し
た
。

安
政
元
年
閏
七
月
長
崎
に
入
港
し
た
英
国
印
度
艦
隊
司
令
長
官
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
露
国
と
の
交
戦
を
告
げ
艦
船
の
諸
港
出
入
許
可
を
要

求
し
た
際
、
「
魯
西
亜
国
は
漸
交
其
境
界
を
広
め
、
薩
牙
連
鈍
及
蝦
夷
の
千
島
に
及
ぼ
し
頓
而
日
本
一
一
も
志
し
あ
る
こ
と
的
顕
然
之
事
一
一

（
１
）

候
」
と
警
笙
口
し
た
が
、
長
崎
奉
行
水
野
忠
徳
は
英
露
交
戦
の
た
め
に
開
港
す
る
こ
と
は
露
国
に
限
ら
ず
そ
の
他
の
国
々
を
日
本
の
敵
と
す

る
道
理
と
い
う
趣
旨
で
諸
港
出
入
を
拒
絶
し
た
。

同
年
八
月
下
田
で
米
人
通
弁
官
ポ
ー
ト
マ
ン
は
、
各
国
事
情
に
関
し
、
「
日
本
又
合
衆
国
フ
ラ
ン
ス
国
ヱ
ヶ
レ
ス
国
に
倍
り
精
力
を
尺

し
其
威
勢
を
起
し
土
地
繁
栄
改
革
之
事
を
計
ら
れ
は
忽
強
国
と
な
ろ
へ
し
、
若
ロ
シ
ヤ
帝
押
領
の
時
に
至
り
て
は
日
本
も
防
禦
杯
に
力
足

ら
ざ
れ
は
右
三
国
の
守
護
あ
る
な
り
、
ロ
シ
ヤ
帝
は
兼
て
自
国
を
強
大
に
し
て
其
威
を
振
は
ん
事
の
希
望
な
れ
は
信
義
を
繕
ふ
事
容
易
な

（
２
）

ら
す
」
と
対
露
警
戒
を
入
説
し
て
い
る
。

嘉
永
六
年
か
ら
翌
年
に
わ
た
る
露
士
戦
争
お
よ
び
英
仏
が
ト
ル
コ
を
援
け
て
露
国
と
戦
っ
た
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
状
況
は
蘭
館
長
か
ら
風

説
書
に
よ
っ
て
相
当
詳
細
に
幕
閣
に
報
告
さ
れ
て
い
た
。
安
政
三
年
に
同
戦
争
は
終
結
す
る
が
、
同
年
に
ア
ロ
ー
号
事
件
が
起
り
、
英
仏

連
合
軍
は
安
政
四
年
十
一
月
（
一
八
五
七
年
十
一
一
月
）
広
東
を
占
領
し
た
。

安
政
四
年
十
月
二
十
六
日
、
ハ
リ
ス
は
老
中
堀
田
正
陸
と
会
見
し
世
界
の
形
勢
か
ら
説
き
起
し
、
英
仏
露
列
強
の
強
要
以
前
に
米
国
と

幕
末
対
露
論
の
動
向
（
安
岡
）

九

に
お
け
る
対
露
関
心
の
一
端
を
窺
え
る
。
（
『
東
湖
全
集
』
四
三
ペ
ー
ジ
）

（
６
）
水
戸
藩
史
料
上
編
（
乾
）
巻
四
一
五
七
ペ
ー
ジ

（
７
）
鈴
木
大
雑
集
第
五
一
一
一
八
四
’
三
八
五
ペ
ー
ジ

（
８
）
磐
渓
先
制
四
一
一
一
丁
「
魯
西
亜
議
」
一
上
司
農
川
路
君
（
嘉
永
六
年
九
月
二
十
日
）
、
一
一
上
閣
老
阿
部
侯
（
嘉
永
六
年
一
○
月
二
○
日
）

（
９
）
江
川
坦
庵
全
集
下
巻
七
八
ペ
ー
ジ

（
、
）
水
戸
藩
史
料
上
編
（
乾
）
巻
四
一
六
七
’
一
六
九
ペ
ー
ジ

（
ｕ
）
幕
末
外
国
関
係
文
書
附
録
一
一
一
一
一
五
’
一
三
七
ペ
ー
ジ
。
日
本
史
籍
協
会
『
川
路
聖
謨
文
書
」
第
六
一
一
七
六
ペ
ー
ジ

（
⑫
）
英
修
道
「
川
路
聖
謨
と
日
鱒
交
渉
」
（
『
慶
応
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
文
集
・
法
学
部
』
所
収
）
参
照
。

Ｕ■■■■■

￣

|■■■■■■
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政
史
学
第
二
十
三
号

一
○

通
商
条
約
を
締
結
す
る
よ
う
力
説
し
た
中
で
、

｜
魯
西
亜
之
サ
ヵ
レ
ン
ア
ミ
ル
を
領
し
居
候
儀
を
英
国
於
て
尤
悪
居
申
侯
（
一
一
一
十
六
）

｜
魯
西
亜
は
彼
筋
よ
り
満
洲
お
よ
び
唐
国
を
横
領
可
致
と
英
吉
利
存
居
申
侯
（
一
一
一
十
七
）

｜
夫
故
好
き
サ
ヵ
レ
ン
弁
蝦
夷
箱
館
を
領
し
候
様
英
国
一
一
而
者
心
懸
居
申
候
左
候
得
者
魯
国
を
防
候
に
格
別
之
便
と
相
成
申
侯
（
四
十
）

（
３
）

と
、
英
露
拮
抗
の
情
勢
を
警
告
し
、
と
く
に
対
露
策
よ
り
す
る
英
国
の
蝦
夷
地
へ
の
関
心
に
注
一
息
を
促
し
た
。

一
ヶ
月
後
、
堀
田
老
中
は
〈
リ
ス
の
通
商
要
求
に
つ
い
て
松
平
慶
永
に
諮
問
し
た
。
慶
永
は
鎖
国
不
可
と
す
る
開
国
貿
易
説
を
答
申
し

た
が
、
文
中
に
「
最
も
可
怖
は
他
之
諸
国
輻
湊
に
在
ら
す
し
て
、
魯
英
二
国
之
並
至
に
候
。
両
雄
不
竝
立
情
実
、
既
に
使
節
舌
頭
に
歴
然

（
４
）

相
現
申
候
。
他
日
両
国
之
内
よ
り
、
必
定
大
危
難
之
事
件
希
望
可
申
と
杷
憂
に
不
堪
」
と
案
じ
、
続
く
十
二
月
二
十
七
日
の
再
建
白
で

は
、
富
国
強
兵
策
の
中
で
も
急
務
の
蝦
夷
地
開
発
に
「
日
本
人
斗
り
被
用
候
（
■
、
徒
一
一
失
費
多
、
且
急
二
開
兼
可
申
二
付
、
魯
人
墨
人

御
傭
被
成
、
其
所
長
為
御
尽
可
然
」
と
献
策
し
、
「
魯
西
亜
は
世
界
第
一
等
之
強
国
に
而
、
其
政
事
も
行
届
候
由
、
且
吾
と
唇
歯
之
勢
を

（
５
）

為
居
候
得
は
、
難
報
之
恩
恵
を
以
其
歓
心
を
結
置
候
事
、
此
又
当
節
之
一
要
務
と
奉
存
候
」
と
の
親
露
策
を
一
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ

の
腹
心
橋
本
左
内
の
所
見
に
基
い
て
い
た
こ
と
は
以
下
左
内
書
翰
中
の
文
辞
に
照
ら
し
て
も
明
か
で
あ
る
。

左
内
の
外
交
意
見
は
幕
末
志
士
の
中
で
も
特
筆
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
露
観
は
安
政
四
年
十
一
月
二
十
八
日
江
戸
か
ら
福
井
の
村
田
氏
寿

（
６
）

宛
に
送
っ
た
書
翰
に
現
わ
れ
て
い
る
。
「
行
々
は
五
大
洲
一
図
に
同
盟
国
に
相
成
、
盟
主
相
立
候
て
四
方
之
干
戈
相
休
」
む
よ
う
世
界
平

和
を
構
想
す
る
が
、
「
右
盟
主
は
先
英
・
魯
之
内
に
可
有
之
候
、
英
は
標
桿
貫
欲
、
魯
は
沈
驚
厳
整
、
何
れ
後
に
は
魯
へ
人
望
可
帰
奉
存

候
」
と
予
想
し
、
我
国
の
位
置
に
関
し
て
「
日
本
は
連
も
独
立
難
相
叶
候
、
独
立
に
致
候
に
は
、
山
丹
・
満
洲
辺
・
朝
鮮
国
を
併
せ
、
且

亜
墨
利
加
洲
或
は
印
度
地
内
に
領
を
不
持
し
て
は
、
迎
も
望
之
如
な
ら
ず
侯
、
此
は
当
今
は
甚
六
ケ
敷
候
」
と
し
「
其
訳
は
、
印
度
は
西

洋
に
被
し
領
、
山
丹
辺
は
魯
国
に
て
手
を
附
掛
居
候
。
其
上
今
は
力
不
足
、
逆
も
西
洋
諸
国
之
兵
に
敵
対
し
て
、
比
年
連
戦
は
無
覚
束
候

間
、
却
て
今
之
内
に
同
盟
国
に
相
成
可
然
候
」
と
同
盟
政
策
が
提
起
さ
れ
る
。
米
国
他
諸
国
は
国
交
を
修
め
て
お
く
と
し
て
、
「
英
魯
は

両
雄
不
並
立
国
故
、
甚
以
扱
兼
申
侯
。
其
意
は
既
に
ヨ
ル
レ
ス
」
口
上
に
も
歴
然
其
上
近
来
争
闘
之
迩
に
て
明
白
」
「
後
日
英
よ
り
魯

を
伐
先
手
を
頼
候
嗽
、
又
は
蝦
夷
・
箱
館
借
呉
候
旨
可
願
侯
。
其
時
断
然
英
を
断
候
歎
、
又
は
従
候
歎
。
定
策
可
有
之
事
」
と
し
、
以
下

自
説
の
対
露
同
盟
論
を
開
陳
す
る
。
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し
か
し
当
時
の
識
者
に
は
共
通
し
て
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
以
来
の
露
国
が
相
当
に
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
横
井
小
楠
の
場
合
、
安
政
三

（
７
）

（
力
）

年
十
二
月
一
一
十
一
日
村
田
氏
寿
宛
書
翰
に
説
か
れ
て
い
る
し
、
佐
久
間
象
山
も
安
政
年
間
の
目
安
書
に
「
近
く
は
魯
西
亜
の
ペ
ー
ト
ル
に

（
８
）

被
則
度
事
」
と
し
、
一
一
一
村
晴
山
宛
の
安
政
四
年
七
月
一
一
十
二
日
書
翰
に
は
「
魯
西
亜
の
ペ
ー
ト
ル
帝
は
小
成
に
安
ん
ぜ
ず
礼
を
厚
く
し
て

（
９
）

諸
国
有
名
の
教
師
を
召
来
し
」
と
同
帝
を
称
揚
し
て
い
る
が
、
す
で
に
天
保
十
三
年
十
一
月
松
代
藩
主
真
田
幸
貫
へ
の
上
聿
皀
で
も
頑
愚
の

（
、
）

貧
国
を
興
し
た
露
帝
の
業
績
に
一
一
一
一
口
及
し
て
い
た
。
下
田
露
使
応
接
当
時
は
そ
の
状
況
を
勝
海
舟
宛
に
尋
ね
た
安
政
元
年
十
一
月
四
日
の
書

翰
で
、
「
弥
利
堅
の
恐
嚇
に
御
怖
ぢ
、
年
久
し
く
申
出
で
居
り
且
つ
お
と
な
し
く
出
か
け
候
魯
西
へ
は
け
く
立
派
の
御
挨
拶
有
之
候
故
、

（
ｕ
）

魯
西
人
も
心
よ
か
ら
ず
存
候
よ
り
、
弥
利
堅
の
恐
嚇
に
微
ひ
候
様
の
義
も
可
有
御
座
嗽
と
相
国
の
憂
に
堪
へ
ず
侯
」
と
述
べ
蝦
夷
地
へ
の

露
勢
力
進
出
を
そ
の
現
わ
れ
か
と
案
じ
て
い
る
。

こ
の
象
山
に
送
っ
た
吉
田
松
陰
の
「
幽
囚
録
」
に
は
、
神
州
に
深
憂
大
害
を
な
す
米
露
二
国
の
う
ち
、
露
都
は
遠
い
が
東
辺
は
我
と
一

（
、
）

水
を
隔
て
る
の
み
で
丘
〈
艦
足
り
れ
ば
来
襲
す
べ
き
を
警
め
て
い
る
。
松
陰
は
安
政
二
年
九
月
、
獄
中
で
記
し
た
「
接
魯
問
答
厳
」
で
は
「
魯

（
四
）

西
亜
之
抱
一
一
蔵
禍
心
一
、
所
二
由
来
｜
久
美
」
と
し
て
い
た
が
、
山
縣
世
衡
著
「
恰
卿
呼
吐
略
誌
」
の
践
文
で
も
、
千
島
を
食
し
、
樺
太
を
擬

（
ｕ
）

も
つ
と
す
る
含
埜
な
ろ
露
国
に
対
し
て
「
幕
謀
之
不
し
遠
」
を
慨
歎
し
て
い
る
。
安
政
六
年
四
月
野
山
獄
中
か
ら
北
山
安
世
（
象
山
の
甥
）

一
週
）

宛
の
所
見
で
は
、
「
魯
夷
は
大
国
の
風
と
一
万
ふ
べ
き
か
な
れ
ど
も
箱
迂
潤
を
覚
ふ
」
と
評
し
、
米
国
を
最
強
敵
と
思
考
し
て
い
る
が
、
露

幕
末
対
露
論
の
動
向
（
安
岡
）

一
一

「
小
拙
は
是
非
魯
に
従
ひ
度
奉
存
候
。
其
訳
は
魯
は
信
あ
り
、
隣
境
な
り
、
且
魯
と
我
と
は
唇
歯
之
国
、
我
魯
に
従
候
は
陸
魯
我
を

徳
と
す
へ
く
侯
、
左
す
れ
ば
英
怒
り
可
伐
我
、
此
我
願
な
り
。
我
孤
立
に
て
西
洋
同
盟
之
諸
国
に
敵
対
は
難
致
、
魯
之
後
援
有
れ
ぱ
、

仮
令
敗
る
人
も
皆
滅
に
不
至
は
了
然
に
候
。
（
中
略
）
其
上
戦
争
迄
に
は
、
是
非
魯
国
並
亜
国
よ
り
人
を
情
ひ
て
、
我
国
之
大
政
革
始
、

水
軍
陸
戦
共
精
励
可
為
致
と
奉
存
侯
、
借
右
様
魯
之
親
泥
を
得
候
に
は
、
所
謂
難
報
之
恩
無
之
し
て
は
不
相
済
候
、
魯
国
江
我
よ
り
使

節
を
以
て
和
親
を
乞
候
積
（
下
略
と

当
面
は
米
国
に
依
頼
し
「
英
夷
之
践
属
強
梁
」
を
防
ぐ
策
で
、
要
す
る
に
「
亜
を
一
ヶ
之
東
藩
と
見
、
西
洋
を
我
所
属
と
思
ひ
、
魯
を

兄
弟
唇
歯
と
な
し
、
近
国
を
椋
略
す
る
事
」
を
「
緊
要
第
一
」
と
す
る
、
頗
る
自
国
本
位
の
所
論
で
現
実
性
を
欠
い
て
い
る
。
と
り
わ
け

露
国
を
「
唇
歯
」
の
邦
と
称
す
る
の
は
中
国
を
視
る
場
合
と
異
な
り
、
全
く
稀
な
例
に
属
す
る
が
、
こ
の
あ
た
り
に
左
内
の
対
露
認
識
の

程
度
が
窺
え
る
。
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国
密
航
の
企
図
を
逸
し
た
松
陰
は
、
夙
に
北
地
対
露
文
献
を
必
読
と
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

新
発
田
藩
主
溝
口
直
諒
は
安
政
四
年
、
筒
井
政
憲
宛
に
、
象
山
と
同
様
な
意
見
を
呈
し
「
魯
人
へ
計
り
手
強
く
断
を
申
て
、
合
衆
人
へ

手
弱
く
扱
候
と
は
不
都
合
に
相
成
、
魯
人
も
不
服
、
合
衆
人
は
い
よ
ノ
ー
我
邦
を
軽
侮
い
た
し
候
は
Ｌ
、
両
方
共
我
邦
の
為
め
相
成
間
敷
」

と
露
に
強
く
米
に
弱
い
扱
い
ぶ
り
の
相
違
の
不
得
策
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
魯
西
亜
人
は
我
邦
の
武
勇
強
名
を
心
得
軽
蔑
せ
す
し
て
、

彼
が
強
大
国
を
以
一
小
国
へ
兄
弟
の
約
を
求
侯
義
、
其
心
底
長
く
交
易
を
乞
ふ
為
め
の
方
便
、
隣
好
を
結
ぶ
意
に
も
可
有
之
や
難
計
候
へ

ど
も
、
我
国
法
を
守
り
、
援
助
の
情
を
あ
ら
は
し
候
は
幸
の
義
、
内
心
の
深
巧
有
之
や
否
迄
は
不
及
狐
疑
、
御
聞
届
約
定
固
く
御
取
極
可

然
か
」
と
、
米
露
英
と
の
貿
易
許
可
す
べ
し
と
の
開
国
論
の
立
場
で
、
此
度
「
魯
西
亜
渡
来
は
幸
ひ
の
義
」
と
す
る
が
、
や
は
り
「
異
国

（
咽
）

人
を
以
て
異
国
人
を
防
ぐ
御
一
策
」
と
い
う
点
で
大
槻
磐
渓
ら
と
相
通
ず
る
外
交
論
で
あ
っ
た
。

（
１
）
通
航
一
覧
続
輯
巻
之
六
十
九
（
語
厄
利
亜
国
部
六
）
、
箭
内
健
次
編
『
通
航
一
覧
続
輯
」
第
三
巻
七
八
ペ
ー
ジ
。

（
２
）
幕
末
維
新
外
交
史
料
集
成
第
三
巻
（
修
好
門
）
一
五
二
’
’
五
一
一
一
ペ
ー
ジ
（
各
国
ノ
事
情
ヲ
告
ル
米
国
「
ホ
ル
ト
メ
ン
」
内
密
書
横
文
和
解
）

（
３
）
幕
末
維
新
外
交
史
料
集
成
第
三
巻
四
三
四
ペ
ー
ジ

（
４
）
松
平
春
嶽
全
集
第
二
巻
二
四
○
’
二
四
一
ペ
ー
ジ

（
５
）
同
前
書
二
四
八
ペ
ー
ジ
。
こ
の
松
平
慶
永
も
明
治
三
年
六
月
の
建
言
で
は
蝦
夷
地
開
拓
の
急
を
説
き
、
「
俄
羅
斯
ノ
加
キ
、
鶏
虜
彊
域
ヲ
接

シ
、
浸
潤
日
一
一
迫
り
蚕
食
年
を
ニ
ァ
リ
、
朶
頤
ノ
情
深
厚
可
畏
隠
ノ
甚
シ
」
と
迅
速
の
対
策
を
要
望
す
る
に
至
る
。
（
同
書
一
四
四
ペ
ー
ジ
）

（
６
）
橋
本
景
岳
全
集
上
巻
五
五
○
’
五
五
五
ペ
ー
ジ
。
な
お
橋
本
左
内
と
横
井
小
楠
の
意
見
比
較
は
、
三
上
一
夫
「
橋
本
左
内
の
外
交
観
に
つ

い
て
ｌ
日
露
同
盟
論
を
中
心
に
ｌ
」
（
社
会
文
化
史
学
三
号
昭
和
四
一
一
年
）
参
照
。

（
７
）
山
崎
正
萱
『
横
井
小
楠
」
下
巻
遺
稿
篇
二
四
一
’
二
四
六
ペ
ー
ジ

（
８
）
増
訂
象
山
全
集
巻
二
補
遺
一
一
七
ペ
ー
ジ

（
９
）
増
訂
象
山
全
集
巻
四
五
八
六
ペ
ー
ジ
。
安
政
五
年
一
月
二
六
、
梁
川
星
巌
宛
に
も
同
趣
旨
（
同
書
六
九
四
ペ
ー
ジ
）
。

（
、
）
増
訂
象
山
全
集
巻
二
四
六
’
四
七
ペ
ー
ジ

（
、
）
増
訂
象
山
全
集
巻
四
一
一
七
五
’
一
一
七
六
ペ
ー
ジ

（
、
）
吉
田
松
陰
全
集
第
一
巻
五
九
五
ペ
ー
ジ

（
、
）
吉
田
松
陰
全
集
第
二
巻
三
九
ペ
ー
ジ

（
ｕ
）
吉
田
松
陰
全
集
第
二
巻
四
一
一
’
四
三
ペ
ー
ジ

（
咽
）
宮
本
仲
「
佐
久
間
象
山
」
七
九
四
’
七
九
五
ペ
ー
ジ

（
咽
）
梅
田
又
次
郎
『
勤
王
開
国
の
先
唱
者
溝
口
健
斎
公
』
一
一
一
一
一
’
二
一
九
ペ
ー
ジ
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一
八
六
○
年
代
に
入
り
、
極
東
に
お
け
る
英
露
角
逐
の
形
勢
は
、
露
艦
ポ
サ
ド
ー
ー
ッ
ク
号
の
対
馬
占
拠
事
件
に
も
顕
著
に
現
わ
れ
た
。

文
久
元
年
に
お
け
る
露
国
軍
艦
の
行
動
は
日
本
国
内
の
対
露
危
機
意
識
を
、
そ
れ
ま
で
の
北
辺
蝦
夷
地
方
面
の
み
に
限
ら
ぬ
も
の
と
し

て
、
警
戒
の
念
を
深
く
さ
せ
る
一
契
機
と
な
っ
た
。

横
井
小
楠
は
万
延
・
文
久
の
間
に
も
「
強
兵
論
」
で
英
露
対
抗
の
形
勢
を
説
き
、
露
国
の
黒
竜
江
地
方
進
出
に
関
し
、
「
魯
国
の
日
本

に
通
じ
て
感
惣
を
致
し
又
蝦
夷
の
経
界
を
論
ず
、
其
根
拠
知
る
べ
き
也
。
黒
竜
江
は
我
北
蝦
夷
の
薩
吟
連
に
隣
れ
ば
、
其
馬
頭
繁
盛
に
到

ら
ば
諸
州
の
船
舶
日
本
海
に
輻
湊
し
て
英
・
魯
の
戦
争
も
亦
数
年
な
ら
ず
し
て
日
本
海
面
に
起
ら
ん
と
す
る
勢
あ
り
。
此
時
に
当
っ
て
日

本
咽
喉
の
地
に
在
て
其
饗
背
大
に
一
一
国
の
強
弱
に
関
す
れ
ば
、
一
一
国
必
日
本
を
争
ふ
く
け
れ
ば
、
日
本
の
危
険
尤
甚
し
と
い
ふ
く
し
」
と

（
１
）

警
坐
□
し
、
防
衛
策
に
海
軍
を
重
視
し
て
い
る
が
、
対
馬
を
め
ぐ
る
情
勢
も
的
確
に
把
握
し
て
文
久
元
年
六
月
の
書
翰
（
在
熊
本
社
中
宛
）
で

は
「
対
馬
事
件
」
を
日
本
の
大
患
の
み
な
ら
ず
、
「
魯
・
英
之
勢
不
二
両
立
｜
遂
に
は
乱
と
相
成
可
レ
申
」
「
世
界
之
大
患
」
と
も
な
る
事
件

で
、
露
国
の
取
得
し
た
黒
竜
口
は
毎
年
九
月
結
氷
す
る
た
め
対
馬
島
入
手
を
要
す
る
が
、
ア
ジ
ア
の
門
関
に
位
置
す
る
対
馬
を
英
仏
に
取

ら
れ
て
は
「
魯
は
全
く
封
印
を
被
し
付
候
て
叩
の
働
き
も
出
来
不
し
申
甚
大
関
係
之
地
」
「
魯
・
英
之
戦
争
此
処
よ
り
始
り
可
レ
申
哉
何
と
も

（
２
）

難
し
被
し
申
、
深
く
可
恐
は
対
州
一
条
」
と
、
対
馬
一
件
の
重
大
性
を
切
一
一
一
戸
し
て
い
る
。

英
国
艦
隊
の
牽
制
行
動
で
露
艦
は
対
馬
か
ら
退
去
し
た
が
、
逆
に
英
国
の
同
島
へ
の
志
向
に
懸
念
を
示
し
た
例
と
し
て
、
幕
臣
大
久
保

忠
寛
二
翁
）
が
時
務
策
の
議
論
を
交
わ
し
た
松
平
慶
永
宛
（
文
久
三
年
十
月
十
五
日
）
に
、
「
当
今
御
国
一
度
乱
候
は
人
、
魯
喚
始
う

か
う
か
見
物
計
は
仕
間
敷
者
必
然
に
而
、
遂
に
は
取
一
民
難
成
事
可
出
来
（
中
略
）
｜
朝
相
始
候
は
人
暎
仏
は
速
に
対
壱
佐
所
有
と
可
致
、

（
３
）

亜
は
南
七
島
、
魯
は
蝦
を
可
有
」
と
対
馬
・
壱
岐
に
は
英
国
、
伊
豆
諸
島
に
は
米
国
、
蝦
夷
地
に
は
露
国
の
領
有
意
図
を
倶
れ
、
国
内
変

乱
に
乗
ず
る
隙
を
与
え
ぬ
こ
と
を
肝
要
と
論
じ
て
い
る
。

同
じ
く
幕
臣
勝
麟
太
郎
（
海
舟
）
は
、
元
治
紀
元
の
晩
冬
、
長
崎
で
海
軍
伝
習
中
、
露
使
か
ら
黒
竜
江
ロ
な
ど
ア
ジ
ア
に
対
す
る
露
国
の

遠
因
を
聞
き
、
「
胆
識
の
欧
亜
を
井
呑
す
る
の
気
象
」
を
察
し
、
伝
習
指
導
の
蘭
国
海
軍
士
官
．
ヘ
ル
ス
レ
イ
ヶ
ン
か
ら
も
露
士
戦
争
の
意

（
ト
ル
コ
〉

義
を
説
か
れ
、
「
後
年
万
般
整
ひ
傭
は
る
を
得
る
時
は
、
我
北
辺
も
ま
た
今
時
の
独
楽
児
の
轍
の
琴
」
と
き
に
至
ら
ん
鰍
」
と
案
じ
、
「
彼
は

幕
末
対
露
論
の
動
向
（
安
岡
）

一一一一

四

八
六
○
年
代
に
入
り
、

Hosei University Repository



法
政
史
学
第
二
十
三
号

一
四

（
４
）

海
軍
を
盛
大
に
し
て
、
亜
細
亜
を
呑
む
の
勢
あ
り
、
我
は
萎
廃
し
て
固
守
の
諸
あ
り
」
と
露
国
と
対
比
し
て
、
我
邦
の
国
情
を
憂
え
た
。

し
か
し
幕
末
も
慶
応
期
以
降
露
国
に
渡
航
し
て
実
地
に
見
聞
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
と
対
露
認
識
に
も
単
な
る
畏
怖
の
念
と
異
っ
た
点

が
生
じ
て
く
る
。
す
で
に
文
久
二
年
八
月
開
港
開
市
延
期
を
使
命
と
し
た
遣
欧
使
節
竹
内
保
徳
一
行
が
、
露
国
で
は
樺
太
分
界
な
ど
に
関

し
て
も
談
判
調
印
（
’
八
六
二
年
九
月
）
、
同
年
十
一
一
月
帰
国
し
た
が
、
慶
応
元
年
に
は
、
幕
府
の
露
国
留
学
生
の
派
遣
が
実
現
し
た
。

慶
応
元
年
七
月
（
一
八
六
五
年
八
月
）
山
内
作
左
衛
門
以
下
遺
露
留
学
生
六
名
が
箱
館
を
出
発
し
た
。
こ
れ
に
は
箱
館
駐
在
露
国
領
事

（
５
）

ゴ
シ
ヶ
ウ
ィ
チ
の
箱
館
奉
行
に
対
す
る
勧
説
が
あ
っ
た
。
す
で
に
開
成
所
に
は
蘭
英
仏
独
と
並
び
魯
西
亜
学
が
開
設
さ
れ
て
い
た
が
、
開

成
所
寄
宿
寮
頭
取
神
田
孝
平
は
送
別
の
蘭
文
に
、
「
露
西
亜
は
世
界
に
於
け
る
最
大
の
又
最
強
の
国
た
る
の
み
な
ら
ず
、
我
が
国
に
と
り

境
を
接
す
る
唯
一
の
国
で
、
両
国
の
関
係
が
今
後
益
と
繁
く
な
る
の
は
明
か
で
あ
る
。
（
中
略
）
政
府
が
相
互
の
友
好
の
印
と
し
て
和
蘭
に

（
６
）

次
い
で
露
西
亜
へ
留
学
生
を
送
る
の
は
、
こ
の
点
か
ら
考
へ
て
必
要
と
決
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
記
し
て
い
た
。

（
７
）

し
か
る
に
、
こ
の
留
学
生
た
ち
に
露
都
で
会
っ
た
森
有
礼
が
「
幕
生
衆
も
魯
渡
の
事
を
甚
だ
悔
め
り
」
と
感
じ
取
っ
た
よ
う
に
、
露
国

の
文
化
は
英
仏
独
諸
国
に
比
べ
遜
色
あ
り
一
行
は
不
満
を
覚
え
て
い
た
。
森
は
英
国
留
学
中
、
慶
応
二
年
八
月
休
暇
を
利
用
し
て
露
都
に

（
８
）

遊
ん
で
山
内
ら
一
行
を
旅
宿
に
訪
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
年
六
月
三
日
英
国
か
ら
実
兄
横
山
安
武
宛
書
翰
で
、
「
彼
の
魯
国
の
今
要
す
る

所
一
の
香
港
を
得
る
に
有
之
、
若
今
日
本
彼
と
親
交
を
結
ひ
侯
は
人
、
不
日
に
し
て
彼
必
申
す
へ
し
、
英
仏
其
外
米
国
等
今
頻
に
日
本
を

呑
ま
ん
と
欲
す
、
故
に
我
は
日
本
に
力
を
合
せ
て
之
を
防
く
へ
し
と
て
、
之
を
餌
に
し
て
彼
申
す
へ
し
」
「
彼
未
た
一
の
港
を
得
す
故
に

今
癩
に
猫
智
を
抱
き
鷲
爪
を
蔵
し
て
外
容
頻
に
神
妙
を
飾
り
、
内
に
は
狼
心
を
養
ひ
只
寸
間
を
狙
ふ
、
故
に
先
年
我
国
人
一
変
魯
国
人
を

殺
せ
し
時
毛
さ
ま
て
問
ひ
も
せ
す
却
て
我
国
人
を
恵
遇
す
る
事
実
に
著
し
」
と
看
取
し
、
留
学
生
派
遣
に
つ
い
て
も
、
「
彼
我
国
人
に
魯

行
を
勧
む
る
こ
と
甚
切
な
り
、
已
に
去
年
幕
生
七
人
を
し
て
遂
に
行
か
し
む
、
過
情
斯
の
如
し
彼
の
狼
心
あ
る
こ
と
更
に
云
ふ
に
足
ら

ん
」
と
厳
し
い
。
そ
の
国
力
の
評
価
で
も
、
「
世
人
多
く
魯
国
を
指
て
強
国
と
す
、
強
は
乃
ち
強
な
り
、
併
し
真
の
強
に
非
す
、
英
仏
米

と
更
に
較
し
難
し
」
と
、
「
セ
パ
ス
テ
ポ
ー
ル
」
敗
戦
の
例
な
ど
挙
げ
て
不
強
と
断
定
し
、
ま
た
「
我
国
人
多
く
魯
国
を
指
し
て
義
国
と

（
マ
、
）

（
ト
ル
コ
）

い
ふ
、
是
何
そ
汚
な
る
の
甚
し
き
、
乃
ち
士
耳
其
奪
掠
の
企
て
、
先
年
ポ
ー
ー
フ
ン
ド
国
を
取
り
し
事
跡
、
又
ス
ウ
ィ
ス
ゼ
｜
フ
ン
ド
国
の
過

半
を
奪
略
せ
し
事
跡
。
近
く
は
対
馬
の
件
不
義
不
法
の
働
き
数
へ
難
し
、
其
上
魯
の
国
政
皆
国
論
に
あ
ら
す
一
切
帝
よ
り
出
つ
故
に
不
公

平
の
政
多
し
、
帝
明
な
れ
は
治
国
。
暗
な
れ
は
国
乱
。
皆
其
国
人
帝
を
以
て
神
と
す
、
何
そ
愚
且
不
義
の
甚
し
き
や
」
と
。
こ
の
露
国
に
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比
べ
て
米
国
を
公
平
正
大
の
政
事
を
な
す
国
と
称
し
、
渡
米
の
意
思
を
洩
ら
し
て
い
る
。

（
９
）

森
は
露
国
訪
問
時
の
「
航
魯
紀
行
」
慶
応
二
年
一
八
月
一
一
十
一
一
一
・
四
日
の
記
事
に
、
「
魯
は
斯
る
大
国
を
帯
な
が
ら
猶
四
方
を
呑
ん
と
欲

し
終
に
満
洲
等
は
併
せ
し
由
、
且
亦
す
で
に
ア
ジ
ア
の
北
方
に
魯
国
よ
り
黒
竜
江
ま
で
通
路
を
こ
し
ら
へ
、
当
時
二
ヶ
月
を
歴
て
魯
都
よ

り
黒
竜
江
ま
で
達
す
と
な
り
、
今
ま
た
其
半
途
は
汽
車
道
を
か
け
ん
と
欲
す
、
然
れ
ば
数
句
を
不
過
魯
都
よ
り
わ
が
蝦
夷
地
ま
で
達
す
べ

し
、
恐
る
雫
へ
し
魯
人
の
世
界
に
一
帝
た
ら
ん
と
之
志
心
、
是
皆
世
人
の
知
る
処
に
し
て
不
記
し
て
顕
然
也
」
と
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
計
画
に
触

れ
、
英
露
相
互
の
憎
悪
を
指
摘
し
、
国
民
性
に
つ
い
て
は
「
元
来
実
儀
に
し
て
西
洋
に
而
は
田
舎
風
」
で
「
万
事
万
物
他
国
よ
り
不
長
」

だ
が
、
た
だ
戦
争
と
な
る
と
「
糧
は
多
し
兵
は
多
し
」
で
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
ご
と
く
相
手
国
を
半
途
で
講
和
に
至
ら
し
め
る
兵
数
の
量

に
驚
目
す
る
ば
か
り
で
、
「
後
世
魯
は
世
界
の
邪
魔
物
鰍
」
と
予
測
し
、
露
国
を
古
く
周
代
の
素
に
擬
し
て
い
る
。

最
後
に
、
こ
れ
は
旧
佐
賀
藩
士
久
米
邦
武
（
天
保
十
年
生
む
後
年
の
回
想
で
あ
る
が
、
「
余
が
幼
稚
の
頃
は
、
外
国
と
の
戦
は
必
ず
露

オ
ロ
シ
ヤ

西
亜
を
敵
と
す
る
も
の
と
予
断
さ
れ
（
中
略
）
祖
母
は
余
に
向
い
、
『
此
の
人
も
長
ず
れ
ば
阿
罹
思
と
の
戦
に
計
死
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、

（
、
）

大
事
に
育
て
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
口
癖
の
様
に
壷
中
り
、
余
も
幼
心
に
左
様
か
と
思
い
倣
し
て
居
た
」
と
い
う
か
ら
、
対
露
意
識
の
根
の
深
さ

を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
こ
の
久
米
も
岩
倉
使
節
の
一
員
と
し
て
海
外
に
出
て
、
明
治
六
年
露
国
を
実
地
に
観
察
す
る
と
、
そ
の
記
録
に
欧

州
諸
国
中
「
最
モ
不
開
ナ
ル
ヲ
露
国
ト
ス
」
と
し
、
「
東
洋
人
ノ
想
像
〈
殆
卜
之
一
一
異
ナ
リ
、
今
二
至
ル
マ
テ
日
本
人
ノ
露
国
ヲ
畏
揮
ス

ル
コ
ト
、
英
仏
ノ
上
一
一
出
シ
」
「
露
国
ノ
ミ
最
大
最
強
ニ
テ
、
常
二
狼
視
虎
歩
シ
テ
、
世
界
ヲ
井
呑
ス
ル
志
ヲ
抱
ク
モ
ノ
ナ
リ
ト
謂
フ
カ

加
キ
〈
、
衆
口
一
談
、
曽
テ
疑
ヲ
イ
ル
ル
モ
ノ
ナ
シ
、
抑
此
妄
想
ヲ
日
本
人
ノ
脳
神
二
感
触
セ
ル
〈
、
何
ノ
原
因
ナ
ル
ャ
」
と
推
究
の
筆

を
開
国
以
前
に
及
ぼ
し
、
「
文
化
元
年
ノ
祝
砲
ニ
テ
、
日
本
鎖
国
ノ
夢
ヲ
驚
破
セ
シ
余
響
ニ
ョ
リ
、
虎
狼
心
ヲ
以
テ
露
国
ヲ
樟
ル
ノ
妄
想

（
ｕ
）

（
、
）

ヲ
生
シ
、
両
国
人
ノ
際
一
一
一
ノ
奇
影
ヲ
幻
出
シ
タ
ル
ノ
ミ
」
と
顧
る
。
こ
の
魯
夷
・
虎
狼
視
は
結
局
幕
末
を
通
じ
全
体
と
し
て
日
本
人
の

意
識
か
ら
抜
き
が
た
く
、
明
治
維
新
後
に
も
持
ち
越
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
１
）
前
掲
『
横
井
小
楠
』
下
巻
遺
稿
篇
四
四
ペ
ー
ジ

（
２
）
同
前
書
三
六
一
一
ペ
ー
ジ

（
３
）
「
大
久
保
一
翁
文
書
」
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
写
真
に
よ
る
）
。
な
お
日
本
史
籍
協
会
『
続
再
夢
記
事
」
第
二
（
一
九
八
ペ
ー
ジ
）

同
文
と
対
照
す
る
と
「
対
壱
佐
」
は
「
対
岐
佐
」
と
な
っ
て
い
る
。

幕
末
対
露
論
の
動
向
（
安
岡
）

一
五
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幕
末
の
対
外
論
は
当
初
北
辺
の
警
報
に
専
ら
露
国
を
対
象
と
し
て
い
た
の
が
、
他
国
の
来
航
を
迎
え
る
と
、
対
英
・
対
米
策
と
併
せ
論

ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
露
国
の
進
出
に
伴
う
事
件
の
発
生
に
触
発
さ
れ
て
種
々
議
論
を
見
る
が
、
北
境
に
接
す
る
隣
国
な
る
が
故
に
一

面
警
戒
を
強
め
る
と
共
に
、
他
面
和
親
論
も
生
じ
た
。
た
だ
親
露
論
と
い
え
ど
も
そ
の
底
に
恐
露
の
念
を
蔵
し
た
「
以
夷
制
夷
」
の
策
と

し
て
唱
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
露
国
を
世
界
一
の
大
国
と
目
し
て
の
立
論
で
、
と
く
に
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
偉
業
が
識
者
に
強
く

印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
文
献
上
の
知
識
を
主
と
し
た
所
で
、
実
地
に
露
国
を
見
聞
す
る
に
及
ん
で
、
こ
の
恐
露
説
・
大
国
観
が

修
正
さ
れ
た
と
し
て
も
な
お
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
明
治
時
代
に
入
っ
て
も
依
然
警
戒
論
は
強
調
さ
れ
る
が
、
幕
末
・
明
治

初
年
を
通
じ
て
、
英
米
各
国
の
使
臣
ら
が
露
国
と
の
対
抗
上
、
入
説
し
た
点
毛
見
の
が
せ
な
い
。
処
士
の
議
論
と
異
り
、
一
国
を
代
表
し

て
談
判
に
臨
ん
だ
米
国
ハ
リ
ス
、
英
国
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
幕
吏
へ
の
言
明
は
、
後
年
の
英
国
。
ハ
ー
ク
ス
公
使
の
明
治
政
府
当
局
者
に
対
す

る
忠
告
と
同
様
、
列
国
極
東
政
策
の
環
の
中
に
日
本
が
位
置
し
て
い
る
事
実
を
強
く
認
識
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。

法
政
史
学
第
二
十
三
号

一
一
ハ

（
４
）
海
舟
全
集
第
十
巻
四
五
四
１
四
五
六
ペ
ー
ジ
（
随
筆
補
遺
「
露
国
の
東
漸
」
の
項
）

（
５
）
内
藤
遂
「
遣
魯
伝
習
生
始
末
」
一
一
一
’
六
ペ
ー
ジ
。
原
平
三
「
我
が
国
最
初
の
露
国
留
学
生
に
就
い
て
」
（
歴
史
学
研
究
十
巻
六
号
）
参
照
。

（
６
）
山
岸
光
宣
「
幕
末
洋
学
者
欧
文
集
解
説
」
二
四
ペ
ー
ジ

（
７
）
森
有
礼
「
航
魯
紀
行
」
（
大
久
保
利
謙
編
『
明
治
啓
蒙
思
想
集
』
明
治
文
学
全
集
３
所
収
）
二
五
○
．
ヘ
ー
ジ

（
８
）
木
村
匡
『
森
先
生
伝
』
一
七
’
二
一
ペ
ー
ジ

（
９
）
前
掲
「
航
魯
紀
行
」
（
同
前
書
二
四
八
’
二
五
一
ペ
ー
ジ
）

（
、
）
『
久
米
博
士
九
十
年
回
顧
録
』
下
巻
四
九
五
ペ
ー
ジ

（
ｕ
）
「
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』
第
四
編
一
○
三
’
一
○
七
ペ
ー
ジ
（
露
国
国
勢
論
）

（
、
）
慶
應
二
年
十
月
、
中
岡
慎
太
郎
は
尊
震
論
の
立
場
で
、
「
今
時
恐
る
べ
き
も
の
は
魯
な
り
。
今
虎
狼
の
心
を
包
蔵
し
、
数
年
来
大
兵
を
蓑
ひ
、

国
用
を
儲
蓄
し
、
石
炭
を
用
意
し
、
諸
国
に
交
易
を
意
と
せ
ず
。
彼
の
策
を
し
て
起
た
し
め
ば
必
ず
突
然
侵
略
、
そ
の
恐
れ
あ
る
は
我
朝
を
以

て
甚
し
と
す
、
清
之
に
次
ぐ
」
と
見
て
い
る
。
（
平
尾
道
雄
「
明
治
を
予
言
し
た
も
の
ｌ
中
岡
慎
太
郎
の
時
勢
論
Ｉ
」
日
本
歴
史
二
四
八
号
）

結
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